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明
治
三
十
八
年
一
月
一
日
は
、
日
本
史
に
お
い
て
ま
こ
と
に
特
殊
の
意
義
を
有
す
る
日
と
な
っ
た
。
旅
順
の
要
塞
が
つ
い
に
陥
落
し

た
か
ら
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
お
こ
る
前
か
ら
、
東
洋
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
難
攻
不
落
の
無
比
の
天
喰
と
い
わ
れ
、
か
て
て
加
え
て
ロ

シ
ヤ
は
ク
リ
ミ
ャ
戦
争
の
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
要
塞
戦
以
来
の
経
験
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
装
備
す
る
に
十
年
の
月
日
を
要
し
た
。
さ

れ
ば
連
戦
連
勝
の
日
本
軍
の
猛
攻
を
も
っ
て
す
る
も
、
四
回
の
総
攻
撃
が
こ
と
ご
と
く
全
滅
に
帰
し
、
い
ま
に
鵬
程
万
里
の
ミ
ハ
ル
チ
ッ

ク
艦
隊
が
来
航
し
て
、
日
本
の
輪
送
路
を
遮
断
す
れ
ば
、
満
洲
全
円
に
占
め
た
る
赫
倉
た
る
戦
果
も
、
根
を
断
た
れ
た
花
と
な
っ
て
、

一
空
に
帰
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
危
機
に
立
ち
い
た
り
、
こ
の
時
ほ
ど
全
国
民
が
焦
慮
し
、
苦
悩
し
、
憂
慎
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
い
つ
降
伏
し
て
く
る
と
も
、
こ
ち
ら
で
は
、
あ
て
さ
え
つ
い
て
い
な
か
っ
た
時
、
突
如
と
し
て
白
旗
を
か
か
げ
て
軍
使
が
戦
線

に
接
近
し
来
り
、
手
わ
た
し
た
英
文
書
翰
に
、
ま
ず
○
ｇ
一
首
］
呉
旨
ロ
の
字
が
目
を
打
っ
た
の
で
、
当
事
者
は
思
い
が
け
な
さ
に
と
び

上
っ
た
。
元
日
の
目
で
た
さ
も
、
こ
れ
以
上
な
の
は
類
が
な
か
ろ
う
。

日
本
の
喜
び
は
ロ
シ
ヤ
の
絶
望
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
正
月
は
、
暦
の
ち
が
い
で
、
ロ
シ
ヤ
で
は
年
末
だ
。
十
一
一
月
三
十
一
日
（
大
晦

日
）
の
日
記
に
ト
ル
ス
ト
イ
は
こ
う
書
き
こ
ん
で
い
る
。



副脆

「
旅
順
港
の
開
城
は
私
を
悲
し
ま
せ
た
。
私
は
苦
し
い
。
こ
れ
は
愛
国
心
と
い
う
も
の
だ
。
自
分
は
こ
の
中
に
養
い
育
て
ら
れ
て

来
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
個
人
本
位
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
、
貴
族
本
位
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か

ら
、
逃
れ
ら
れ
な
い
と
同
じ
よ
う
に
、
愛
国
心
か
ら
も
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
自
分

の
な
か
に
生
き
て
い
る
。
だ
が
自
分
の
な
か
に
は
、
神
の
淀
の
自
覚
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
覚
が
こ
れ
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
抑

制
し
て
い
る
。
そ
れ
故
私
は
こ
れ
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
奉
仕
し
な
い
で
お
ら
れ
る
の
だ
、
そ
し
て
徐
女
に
こ
れ
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

は
衰
え
て
い
く
の
だ
」
（
ビ
リ
ュ
コ
フ
著
「
大
ト
ル
ス
ト
イ
伝
」
三
巻
原
久
一
郎
訳
）

旅
順
の
陥
落
に
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
も
落
涙
悲
泣
し
た
。
娘
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
か
い
た
伝
記
に
そ
う
見
え
る
。
五
房
は
ト
ル
ス
ト

イ
を
尊
敬
す
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
こ
の
日
記
や
、
こ
の
記
事
を
み
て
、
彼
も
や
っ
ぱ
り
人
間
で
、
血
の
か
よ
っ
て
い
な
い
神
仙
で
な
か

っ
た
こ
と
に
、
云
い
知
ら
ぬ
親
し
み
を
お
ぼ
え
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
今
年
も
「
学
鐙
」
は
ト
ル
ス
ト
イ
を
心
棒
と
し
て
、
経
過
し
た
と
い
う
も
過
言
で
な
い
。
こ
と
に
第
四
号
に
は
、

「
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
復
活
』
を
訳
す
る
に
就
て
」
：
…
・
魯
庵
生

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
雑
誌
で
十
頁
に
み
た
ざ
る
短
篇
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
日
本
文
で
草
さ
れ
た
ト
ル
ス
ト
イ
文
献
中
の
逸

品
の
ひ
と
つ
で
、
「
復
活
」
が
コ
ー
ー
ー
と
い
う
最
高
裁
判
所
長
か
ら
き
い
た
哀
し
き
売
笑
婦
の
実
話
に
基
づ
き
、
迫
害
せ
ら
れ
る
非
戦

教
徒
ド
ゥ
ホ
ポ
ー
ル
の
カ
ナ
ダ
移
住
の
た
め
、
創
作
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
、
こ
の
篇
に
よ
っ
て
、
初
め
て
仔
細
に
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

の
ち
に
修
訂
し
て
、
訳
本
「
復
活
」
の
付
録
と
し
て
い
る
。



二
瀬
石
の
登
用

そ
れ
よ
り
「
学
鐙
」
で
目
を
み
は
る
べ
き
は
、
そ
の
新
年
号
の
巻
頭
に
、
夏
目
激
石
の
「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
と
題
す
る
半
ば
物

語
り
的
な
構
想
の
一
文
が
光
輝
を
は
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
赦
石
は
俳
人
に
名
を
つ
ら
ね
る
と
い
っ
て
も
、
名
声
は

親
友
の
子
規
に
は
も
ち
ろ
ん
、
鳴
雪
、
虚
子
、
碧
梧
桐
に
お
と
り
、
そ
の
他
に
は
夏
目
金
之
助
と
し
て
英
文
学
者
と
し
て
学
界
の
一
隅

に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
こ
の
正
月
に
い
た
り
、
時
を
同
じ
う
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
「
吾
娠
域
噛
で
あ
る
一
を
、
脊
司
文
学
こ
「
術
英
世
ロ
ー
』
ご
、
撲
登

．
’
．
．
脚
…
軌
．
．
埴
．
．
“
．
‘
…
．
、
ず

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
、
帝
国
文
学
に
「
倫
敦
塔
」
を
、
学
鐙

に
「
カ
ー
ラ
ィ
ル
博
物
館
」
を
同
時
に
発
表
し
、
そ
の
健
筆

に
一
世
を
瞳
目
さ
せ
て
、
こ
こ
に
俳
人
の
た
だ
の
瀬
石
に
あ

ｊ雄
ら
ず
、
文
学
士
の
夏
目
金
之
助
に
あ
ら
ず
、
作
家
夏
目
淑
石

４博柳
が
誕
生
し
た
。
世
評
は
「
猫
」
も
っ
と
も
吉
向
く
、
「
倫
敦
塔
」

一
フ

ー
こ
れ
に
雁
行
し
、
「
カ
ー
ー
フ
イ
ル
博
物
館
」
は
物
が
じ
み
な

力ｒ著
だ
け
に
江
湖
を
湧
き
立
た
せ
る
と
い
う
種
類
の
読
み
物
に
は

石諭
遠
い
が
、
赦
石
の
及
び
難
か
ら
ざ
る
所
以
は
、
具
眼
者
の
ひ

夏

と
し
く
み
と
め
た
所
で
あ
り
、
彼
の
文
学
的
名
声
を
つ
く
る

に
十
分
の
役
割
を
果
し
た
。
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「
ク
ロ
ン
ウ
ェ
ル
及
ピ
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ヲ
箸
ハ
ス
為
メ
一
一
用
イ
タ
ル
参
考
ノ
諸
書
ハ
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ノ
所
有
ト
ナ
ル
」

と
付
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
書
目
だ
け
で
菊
判
十
八
頁
二
段
組
の
多
数
に
の
ぼ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
収
め
た
短
篇
集
「
漂
虚

集
」
以
来
Ⅲ
除
せ
ら
れ
て
、
ど
の
全
集
で
も
顧
み
ら
れ
ず
、
最
新
岩
波
版
の
後
註
に
さ
え
そ
の
事
が
言
及
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

と
あ
り
、
終
末
に

578

し
か
も
赦
石
の
従
来
の
発
表
機
関
の
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
子
規
の
旧
縁
に
よ
り
、
哲
学
雑
誌
や
帝
国
文
学
は
帝

国
大
学
の
関
係
に
よ
っ
た
の
で
、
い
わ
ば
江
湖
の
雑
誌
の
初
舞
台
を
ふ
ん
だ
の
は
「
学
鐙
」
で
あ
る
。
け
だ
し
内
田
魯
庵
は
江
戸
シ
児

と
し
て
激
石
と
意
気
相
通
ず
る
も
の
あ
り
、
親
密
の
交
は
な
か
っ
た
が
、
物
を
た
の
め
ば
応
諾
し
て
く
れ
る
仲
に
あ
っ
た
の
で
、
淑
石

の
文
壇
出
発
の
一
機
縁
を
つ
く
る
の
功
績
を
魯
庵
は
立
て
た
。
け
だ
し
魯
庵
が
、
激
石
の
才
能
を
見
ぬ
く
だ
け
の
具
眼
者
だ
っ
た
た
め

で
あ
る
。
つ
い
で
に
云
っ
て
お
く
が
、
激
石
未
亡
人
夏
目
鏡
子
の
談
話
に
「
雑
誌
に
の
せ
た
原
稿
料
な
ど
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
確
か
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
が
全
体
で
八
円
だ
っ
た
の
を
お
ぼ
え
て
お
り
ま
す
」
と
あ
る
。

そ
の
「
全
体
で
」
と
い
う
の
は
、
あ
の
篇
は
、
巻
末
に
「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
旧
居
に
所
蔵
す
る
カ
ー
ラ
ィ
ル
遺
書
目
録
は
次
号
に
掲
ぐ

ぺ
し
」
と
あ
り
、
そ
の
通
り
翌
二
月
号
に
は

（
原
文
マ
マ
）

「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
に
す
る
遺
書
目
録
夏
目
金
之
助
」

と
い
う
の
が
の
っ
て
お
り
、
書
き
だ
し
に

「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
旧
居
に
今
で
も
保
存
し
て
い
る
カ
ー
ラ
イ
ル
の
遺
書
の
目
録
を
中
に
は
面
白
く
思
う
人
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
書
き
写
し
て
次
に
出
す
」



三
京
都
支
店
開
設
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激
石
の
代
表
作
は
「
猫
」
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

「
狩
野
法
眼
元
信
の
幅
を
六
百
円
た
だ
し
月
賦
十
円
は
ら
い
こ
み
の
事
で
売
り
わ
た
す
」

「
タ
イ
ム
ス
の
百
科
全
書
見
た
よ
う
で
す
ね
」

「
タ
ィ
ム
ス
は
た
し
か
だ
が
、
僕
の
は
す
こ
ぶ
る
不
た
し
か
だ
よ
…
…
」

こ
の
構
想
の
よ
っ
て
来
る
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
丸
善
の
こ
の
年
最
も
目
ぬ
き
の
歴
史
が
か
ら
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
タ
イ
ム
ス
は

こ
の
年
を
も
っ
て
、
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
の
新
版
第
十
版
の
予
約
募
集
を
開
始
し
た
。
こ
れ
で
三
度
目
で
あ
る
。
た
だ
今
ま
で
と
違
う
点
は
、

丸
善
を
特
約
代
理
店
に
す
る
に
当
っ
て
は
、
京
都
と
長
崎
に
あ
ら
た
に
出
張
所
を
も
う
け
て
、
販
売
網
を
拡
張
す
る
こ
と
を
要
求
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
は
そ
の
集
書
館
が
明
治
五
年
に
で
き
て
明
治
最
古
の
近
代
図
書
館
で
、
新
築
拡
張
の
最
中
で
あ
り
、
府

内
一
ば
ん
に
歴
史
的
に
読
書
に
伝
統
の
ふ
か
く
残
っ
て
い
る
こ
と
。
前
年
か
ら
京
都
大
学
が
設
立
さ
れ
、
い
ま
や
東
京
と
な
ら
ん
で
只

ふ
た
つ
の
帝
国
大
学
と
し
て
重
き
を
な
し
、
教
授
学
生
と
も
に
書
物
の
需
要
が
あ
る
べ
き
こ
と
。
そ
し
て
長
崎
は
幕
府
以
来
の
唯
一
の

西
洋
文
明
吸
収
口
と
し
て
、
そ
の
こ
ろ
も
ま
だ
外
国
人
の
目
に
は
、
文
化
的
都
市
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
露
戦
争
の
大

勝
終
結
直
後
で
、
わ
が
国
民
全
体
に
文
化
的
機
運
の
勃
興
し
て
き
た
こ
と
は
、
元
よ
り
背
景
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
村

日
記
を
み
る
と
左
の
記
事
が
散
見
す
る
。

十
月
六
日
タ
ィ
ム
ス
社
へ
代
理
店
引
受
ヶ
一
一
付
テ
ハ
異
議
ナ
ク
京
都
長
崎
へ
出
張
所
ヲ
設
ケ
ル
ニ
付
テ
ハ
御
協
議
ノ
上
設
ケ



度
答
フ

九
月
五
日
、

こ
と
が
分
る
。

こ
と
は
、
次
の
記
事
で
わ
か
る
。

十
月
七
日
タ
イ
ム
ス
社
依
頼
ノ
件
一
一
付
キ
支
店
長
ノ
意
見
ヲ
孔
シ
タ
ル
処
本
支
店
一
一
於
テ
引
受
ケ
ヲ
為
ス
上
ハ
京
都
出
張
所

〈
無
論
当
方
一
一
テ
引
受
ケ
度
意
見
ヲ
有
ス
ト

十
一
月
三
日
金
沢
末
吉
氏
来
訪
セ
リ
。
京
都
出
張
所
一
一
シ
イ
テ
ハ
タ
イ
ム
ス
社
ヨ
リ
当
方
へ
依
頼
シ
来
レ
リ
ト

す
な
わ
ち
京
都
へ
の
拡
張
は
、
丸
善
の
発
意
で
な
く
、
タ
イ
ム
ス
社
の
提
案
依
頼
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
一
月
八
日
タ
イ
ム
ス
社
ヨ
リ
京
都
出
張
所
ハ
同
地
京
華
社
ノ
ー
一
階
一
一
設
ク
ル
コ
ト
ニ
定
メ
タ
ル
コ
ト
ニ
申
越
セ
リ
右
ハ

不
都
合
ノ
申
越
ナ
ル
ヲ
以
テ
直
一
一
異
議
ノ
申
込
ミ
為
シ
且
ッ
晩
来
主
任
会
議
ヲ
開
キ
同
出
張
所
ハ
兼
テ
当
方
へ
依
頼
ア
リ
タ
ル
ヲ

以
テ
既
二
当
方
一
一
於
テ
撰
定
シ
ア
レ
ハ
京
華
社
ハ
取
消
ス
ベ
ク
申
込
ム
コ
ト
ニ
決
シ
直
二
電
話
ヲ
以
テ
出
張
所
撰
定
ノ
事
ヲ
申
送

タ
イ
ム
ス
社
の
専
断
の
所
置
に
反
対
し
た
の
は
、
彼
の
え
ら
ん
だ
家
屋
が
実
際
に
不
適
当
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
一
寸
の

虫
も
五
分
の
魂
の
抵
抗
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
は
タ
イ
ム
ス
社
が
悉
く
丸
善
の
言
を
容
れ
、
仕
事
が
順
調
に
は
こ
ん
だ

リ
タ
リ

十
一
月
九
日
京
都
一
一
於
テ
斎
藤
支
店
長
ヨ
リ
出
張
所
適
当
ノ
処
寺
町
通
式
部
町
一
一
在
ル
旨
電
話
ニ
テ
申
越
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
直

一
一
タ
イ
ム
ス
社
一
一
其
旨
ヲ
通
シ
且
ツ
マ
ッ
キ
ー
支
配
人
二
面
会
シ
京
華
社
ノ
出
張
所
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ノ
承
諾
ヲ
得
タ
ル
ョ
リ
諸
事

北
米
ポ
ー
ッ
マ
ス
で
日
露
講
和
談
判
が
締
結
し
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ム
ス
社
か
ら
の
提
案
は
そ
の
後
ま
も
な
く
で
あ
る
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十
一

決
定
ス

打
合
セ
ノ
為
午
後
六
時
新
橋
発
汽
車
一
一
テ
荒
川
氏
ヲ
支
店
へ
向
ヶ
出
張
セ
シ
メ
タ
リ

十
一
月
十
日
午
前
主
任
会
ヲ
開
キ
京
都
出
張
所
ノ
件
二
付
協
議
ヲ
開
キ
且
シ
同
所
出
張
員
ニ
ハ
先
シ
田
中
二
郎
ト
ス
ル
事
一
一

581

十
一
月
十
一
日
田
中
二
郎
二
京
都
出
張
所
出
張
ヲ
命
シ
夜
来
八
洲
亭
二
於
テ
同
氏
ノ
為
二
送
別
会
ヲ
開
ク

十
一
月
十
二
日
田
中
二
郎
本
日
午
後
六
時
新
橋
発
汽
車
ニ
テ
京
都
出
張
所
へ
向
ケ
出
発
ス

十
一
月
十
四
日
斎
藤
支
店
長
へ
大
英
百
科
全
書
予
約
販
売
広
告
来
十
六
日
ヨ
リ
発
行
新
聞
一
一
広
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
通
知
ス

十
一
月
十
五
日
荒
川
氏
昨
夜
帰
京
ノ
由
ニ
テ
本
日
ヨ
リ
出
勤
セ
リ
京
都
出
張
所
ハ
昨
十
四
日
ヨ
リ
準
備
粗
成
ル
支
店
ヨ
リ
ハ

去
十
三
日
敬
太
郎
（
註
片
桐
）
出
張
セ
リ
ト

十
一
月
十
六
日
大
英
百
科
全
書
予
約
広
告
ハ
予
定
ノ
如
ク
本
日
ヨ
リ
諸
新
聞
一
一
広
告
セ
リ

今
日
丸
善
の
支
店
は
全
国
に
あ
る
も
の
十
七
店
。
思
う
に
そ
の
中
で
、
東
京
に
つ
い
で
花
食
し
い
歴
史
を
も
つ
の
は
京
都
支
店
で
あ

ろ
う
。
西
洋
詩
の
鑑
賞
者
と
し
て
本
国
人
に
も
劣
ら
ぬ
上
田
敏
、
あ
る
い
は
湯
川
秀
樹
、
朝
永
振
一
郎
の
両
ノ
ー
ベ
ル
賞
科
学
者
を
初

め
、
京
都
大
学
、
同
志
社
、
奈
良
女
高
師
な
ど
の
諸
教
授
や
学
生
が
出
入
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
京
都
支
店
の
出
発
は
じ
つ
に
タ

イ
ム
ス
の
依
頼
で
、
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
を
売
り
ひ
ろ
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
微
点
た
る
京
都
出
張
所
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
昭
和
に
な

っ
て
は
梶
井
基
次
郎
の
短
篇
「
棒
様
」
に
描
か
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
如
く
、
つ
ま
り
千
年
の
古
都
の
中
に
、
ハ
イ
カ
ラ
の
フ
ォ
ー
カ

ス
を
つ
く
る
丸
善
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

十
一
月
廿
五
日
夜
来
会
議
ヲ
開
キ
兼
テ
タ
イ
ム
ス
社
ヨ
リ
申
込
ア
リ
タ
ル
長
崎
出
張
所
設
置
ノ
件
一
一
付
討
議
シ
タ
ル
処
タ
イ



す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
日
露
戦
争
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
人
の
愛
国
心
、
勇
気
、
節
制
力
は
驚
歎
に
値
す
る
も
、
こ
れ
に
相
応
す
ぺ
き
私

徳
に
お
け
る
高
尚
、
廉
潔
、
正
直
に
は
す
こ
ぶ
る
欠
げ
る
。
わ
ず
か
に
日
本
政
府
と
、
大
銀
行
と
、
少
数
の
商
会
と
は
信
用
で
き
る
が
、

一
般
的
に
い
っ
て
商
業
的
信
用
は
地
を
は
ら
い
、
現
に
日
本
人
が
自
国
同
胞
の
手
形
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
口
約
の
方
を
重
し
と
す
る
。

風
俗
の
頚
廃
に
い
た
っ
て
は
云
う
に
忍
び
ず
、
外
国
旅
行
者
の
目
に
は
、
こ
ん
な
道
徳
の
み
だ
れ
た
社
会
が
、
よ
く
い
つ
ま
で
も
つ
づ

く
だ
ろ
う
か
と
疑
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
、
と
に
角
日
本
人
と
い
う
奴
は
、
個
人
性
な
く
、
自
重
心
な
き
猫
か
ぶ
り
で
、
海
外
に
あ
っ
て

は
品
行
方
正
の
紳
士
面
を
し
て
い
て
も
、
自
国
に
帰
っ
て
な
お
私
行
の
き
れ
い
な
者
は
稀
だ
。
イ
ギ
リ
ス
婦
人
の
日
本
人
と
の
結
婚
は

極
力
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
ｌ
云
々
．

し
た
。 タ

イ
ム
ス
社
と
丸
善
で
大
女
的
に
第
三
回
目
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
月
賦
販
売
を
開
始
し
た
矢
さ
き
に
、
こ
れ
に
三
斗
の
冷
水
を
ぶ
つ
か
け

ビ
シ
ョ
ッ
プ

る
よ
う
な
寄
書
が
タ
イ
ム
ス
に
の
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
久
し
く
日
本
に
滞
在
し
た
聖
公
会
の
監
督
ウ
イ
リ
ャ
ム
・
オ
ー
ド
リ
ィ
で
、

か
ね
て
高
徳
を
も
っ
て
聞
え
た
人
だ
け
に
、
そ
の
歯
に
衣
き
せ
ぬ
と
い
う
よ
り
、
若
干
悪
意
に
み
ち
た
言
説
は
、
ひ
ど
く
日
本
を
衝
撃

四
日
本
人
の
海
外
信
用

司羽

ム
ス
社
一
一
於
テ
強
テ
出
張
所
ヲ
置
ク
ト
云
う
ナ
レ
ハ
京
都
同
様
当
方
ニ
テ
引
受
ク
ル
事
一
一
決
定
セ
リ

京
都
出
張
所
は
す
す
ん
で
も
引
き
受
け
た
か
っ
た
丸
善
が
、
長
崎
へ
も
と
い
う
と
、
会
議
に
手
間
を
と
っ
た
の
は
、
両
市
の
も
つ
実

力
か
ら
云
っ
て
当
然
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。



又
い
わ
く
Ｉ

「
タ
イ
ム
ス
が
初
め
て
月
賦
組
織
を
も
っ
て
、
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
を
日
本
で
売
り
ひ
ろ
め
る
計
画
を
話
す
と
、
英
米
人
で
そ
れ
は
い
い

と
賛
成
し
た
者
は
た
だ
一
人
で
、
他
の
者
は
み
な
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
英
米
人
は
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
取
り
よ
せ
て
い

る
。
日
本
人
に
こ
の
大
辞
害
の
購
買
者
な
ん
て
無
い
で
あ
ろ
う
し
、
た
と
え
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で
の
支
払
を
完
了
す
ま
い
。
別

583

丸
善
が
果
し
て
、
こ
の
オ
ー
ド
リ
イ
僧
正
の
い
う
「
信
用
で
き
る
商
社
」
に
数
え
ら
れ
て
い
た
か
、
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
タ
イ
ム
ス
社
に
と
っ
て
は
丸
善
は
、
彼
等
の
期
待
以
上
に
義
務
を
遂
行
し
、
そ
の
目
に
日
本
人
の
価
値
を
大
い
に
上
げ
た
。
と
い
う

の
は
、
タ
イ
ム
ス
の
出
版
部
長
み
ず
か
ら
自
紙
に
投
書
し
、
事
実
を
裏
づ
け
と
し
て
、
僧
正
を
反
撃
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
月
七

日
の
紙
上
に
の
り
、
ほ
ぼ
、
そ
の
言
葉
の
と
お
り
に
取
次
ぐ
と
、
こ
う
で
あ
る
。

「
か
く
の
如
き
誹
誇
に
無
言
で
い
る
の
は
、
タ
イ
ム
ス
社
と
し
て
徳
に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
は
過
去
八
年
の
あ
い
だ

世
界
各
国
に
、
二
年
な
い
し
四
年
の
月
賦
組
織
を
も
っ
て
、
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
・
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
を
発
売
し
た
。
こ
れ
が
代

価
の
支
払
に
、
そ
の
期
日
を
ま
も
る
と
否
と
は
最
も
よ
く
、
各
国
民
の
徳
義
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
い
ま
日
本
で
の
成

績
を
云
う
に
、
日
本
国
内
に
お
け
る
申
込
者
の
九
割
五
分
ま
で
は
日
本
人
で
、
欧
米
人
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
期
日
ま
で
に

代
価
を
は
ら
い
こ
む
予
約
者
は
半
数
に
達
し
な
い
が
、
日
本
で
は
期
日
に
お
く
れ
る
も
の
は
一
％
も
な
い
。
半
数
以
上
は
、
一
日

で
も
期
日
に
お
く
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
の
よ
う
に
、
さ
き
に
払
い
こ
ん
で
く
れ
る
の
で
、
催
促
の
集
金
費
用
も
イ
ギ
リ
ス
の

半
分
に
だ
に
達
し
な
い
。
日
本
人
は
ま
る
で
、
す
べ
て
の
負
債
を
、
名
誉
に
か
か
わ
る
も
の
と
な
し
、
始
終
こ
れ
を
気
に
し
て
い

る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
商
業
上
の
取
引
き
に
こ
ん
な
感
情
を
も
っ
て
い
る
者
は
な
い
」



明
治
三
六
年
二
月
二
五
日
一
一
、
一
二
五

な
者
は
又
い
わ
く
、
日
本
人
も
買
う
こ
と
は
買
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
た
ん
そ
の
全
部
の
品
物
を
受
取
っ
た
ら
、
あ
と
を
払
い
こ

む
の
は
阿
呆
ら
し
い
と
し
て
や
め
る
で
あ
ろ
う
と
。
事
実
は
ま
っ
た
く
こ
れ
に
反
し
、
日
本
人
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
注
文
者
は
ド
イ
ツ

と
フ
ラ
ン
ス
の
申
込
者
を
あ
わ
せ
た
数
の
五
倍
、
ロ
シ
ヤ
の
申
込
者
の
五
十
倍
に
達
し
、
代
金
収
入
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
よ
り
も
好
成
績
で
あ
る
」

こ
れ
は
恐
ら
く
大
体
そ
の
通
り
で
、
溢
美
の
言
で
も
、
過
褒
で
も
あ
る
ま
い
。
明
治
時
代
の
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
で
も
申
し
こ
も
う
と
い
う

者
は
、
や
っ
ぱ
り
サ
ム
ラ
イ
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
事
を
海
外
に
実
証
し
た
の
は
、
丸
善
の
功
で
あ
る
。
い
ま
は
物
う
つ
り
、
世
か
わ

り
、
初
め
か
ら
詐
取
の
目
的
で
、
申
込
金
と
と
も
に
全
部
の
品
物
が
は
こ
び
こ
ま
れ
る
と
翌
日
は
売
払
い
、
神
田
に
な
ら
ぶ
古
書
肇
の

店
頭
は
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
で
氾
濫
し
て
い
る
。
そ
の
発
行
が
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
か
ら
内
容
も
ガ
タ
落
ち
し
た
が
、
こ
れ
を
購
う
日
本
読

書
社
会
の
道
徳
も
ま
た
低
劣
を
き
わ
め
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
オ
ー
ド
リ
イ
僧
正
の
投
書
も
、
日
露
戦
争
中
の
日
本
購
読
害
界

の
こ
と
と
せ
ず
、
五
十
余
年
後
の
今
日
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
適
切
で
、
つ
ま
り
予
言
的
権
威
を
も
つ
。

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
。
ブ
リ
タ
ニ
カ
第
九
版
一
二
五
一
明
治
三
五
年
一
二
月

日
露
戦
争
を
は
さ
ん
で
、
前
後
に
わ
た
る
ほ
ぼ
十
年
の
丸
善
の
業
績
は
、
月
賦
予
約
の
販
売
を
中
心
に
廻
転
し
た
と
云
っ
て
よ
く
、

目
の
も
と
に
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

五
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
字
典
と
福
沢
諭
吉

584

二
五
一
明
治
一
一
一
五
年
一
一
一
月

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
。
ブ
リ
タ
ニ
カ
第
九
版

明
治
三
六
年
二
月
二
五
日
一
一
、
一
二
禿

書
名
冊
数

予
約
開
始
期

予
約
締
切
期
一
予
約
部
数



三
六
年
三
月

三
六
年
一
○
月

三
七
年
三
月

三
八
年
一
一
月

三
九
年
四
月
・

四
○
年
三
月
一
日

四
○
年
七
月

四
○
年
一
一
月
一
○
日

四
一
年
一
一
月

四
三
年
一
二
月

四
四
年
六
月

○

こ
の
表
を
見
て
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
が
、
わ
ず
か
三
年
の
間
に
、
年
一
回
ず
つ
の
予
約
募
集
を
し
て
総
計
五
千
六
百
余
の
読
者
を
獲
得
し

て
い
る
。
当
時
は
小
説
で
も
初
版
五
百
が
標
準
で
あ
っ
た
と
い
う
の
に
、
こ
の
高
価
で
し
か
も
読
め
る
者
も
少
な
い
外
国
語
の
書
物
が
、

こ
の
驚
異
的
な
成
績
を
示
す
と
は
、
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
。

人
口
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
教
育
熱
心
で
普
通
教
育
の
就
学
率
が
ド
イ
ツ
に
つ
い
で
世
界
二
位
だ
と
い
う
〉
）
と
が
、
一
応
の
理
由
に

は
な
ろ
う
が
、
英
文
百
科
全
書
は
小
学
卒
業
生
に
読
め
る
も
の
で
は
な
い
。
大
学
は
東
京
と
京
都
と
帝
国
大
学
が
二
つ
、
慶
応
、
早
稲

田
、
明
治
、
中
央
な
ど
私
立
を
加
え
て
も
十
を
出
で
ず
、
高
等
学
校
も
十
に
充
た
な
い
。
図
書
館
も
こ
の
肺
買
力
の
あ
る
の
は
全
国
で

十
を
出
ま
い
。
博
士
の
数
も
と
び
ぬ
け
て
多
い
医
学
を
ふ
く
め
て
二
百
人
を
出
ま
い
し
、
旧
大
名
華
族
を
み
ん
な
数
え
る
と
し
て
も
三

セ
ン
チ
ー
ー
リ
イ
大
字
典

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
・
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
第
九
版
補
遺

マ
イ
エ
ル
大
百
科
全
書
第
六
版

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
・
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
第
十
版

セ
ン
チ
ュ
リ
イ
大
字
典

ネ
ル
ソ
ン
百
科
全
書

マ
イ
エ
ル
小
百
科
全
書
第
七
版

英
訳
ケ
ン
プ
ェ
ル
日
本
歴
史
租
刻
本

歴
史
家
の
歴
史

セ
ン
チ
ー
ー
リ
イ
大
字
典
補
遺

ネ
ル
ソ
ン
百
科
全
書
一
九
一
一
年
版

七一一四二四
、、、 、、、

○六六二五五三二六三四
○○○六○○○○○○五
○○○○○○○○○○九

二
月
二
八
日

七
月
一
四
日

七
月
二
五
日

二 三二

五二五三六○○五○

同
四
二
年
四
月
一
日

三
九
年

三
九
年

四
○
年

圃同同同同同同同同同同

圃砺

同
三
六
年
七
月
三
日

同同同同
四
五
年
七
月
一
○
日



百
に
足
ら
ぬ
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
五
百
の
読
者
を
得
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
だ
ろ
う
と
思
え
る
の
に
、
そ
の
十
倍
を
突
破
す
る
。

不
思
議
は
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
プ
リ
タ
ー
ー
カ
が
あ
れ
ば
、
セ
ン
チ
ュ
リ
イ
が
ど
ん
な
に
優
秀
簡
便
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
を
併

備
す
る
の
は
、
図
書
館
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
個
人
で
は
、
い
わ
ゆ
る
屋
上
に
屋
を
架
す
る
嫌
い
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
も
相
当
の
購
買
者

だ
い
た
い
に
於
て
こ
の
期
間
、
こ
と
に
明
治
三
十
八
年
は
字
書
、
事
典
、
年
鑑
の
活
溌
に
う
ご
い
た
年
と
も
い
う
べ
く
、
「
学
鐙
」

に
の
っ
た
も
の
を
左
に
表
示
し
よ
う
。

円

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
大
字
典
（
一
冊
）
二
五
。
○
○

布
装
一
三
五
・
○
○

ニ
ュ
ー
。
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
（
十
七
巻
）

革
装
一
六
○
・
○
○

農
家
用
農
業
大
辞
典
（
一
巻
）
七
・
○
○

西
蔵
。
英
語
辞
典
（
一
巻
）
二
八
。
七
五

チ
ェ
ン
バ
ー
ニ
十
世
紀
英
字
書
（
一
巻
）
一
・
五
○

ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
。
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
デ
イ
ク
シ
ョ
ナ
リ
イ
（
一
巻
）
一
六
・
五
○

ピ
ア
ス
。
シ
リ
ン
グ
・
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
（
一
巻
）
・
六
○

ブ
ー
ス
。
フ
ー
（
一
九
○
五
）
（
一
巻
）
四
。
五
○

政
治
家
年
鑑
（
一
九
○
四
）
特
価
三
・
五
○

ホ
イ
テ
ェ
ー
カ
ー
年
鑑
（
一
九
○
五
）
・
六
○
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備
す
る
の
は
、
図
手

を
見
出
し
て
い
る
。



ゴ
ー
タ
年
鑑
（
一
九
○
五
）
仏
文
五
。
○
○

同
（
〃
）
独
文
五
。
○
○

技
師
懐
中
便
覧
（
一
九
○
五
）
・
七
○

デ
ェ
リ
イ
・
メ
ェ
ル
年
鑑
（
〃
）
。
九
○

写
真
年
鑑
（
一
九
○
五
）
一
。
五
○

華
英
類
語
（
一
冊
）
四
。
○
○

カ
ッ
セ
ル
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
。
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ャ
（
一
九
○
四
）
七
・
五
○

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
二
・
○
○

ザ
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
（
全
五
五
冊
既
刊
二
七
冊
）
（
一
四
九
一
一
一
。
一
八
九
八
）
売
価
五
○
○
・
○
○

こ
の
中
の
若
干
は
新
刊
だ
が
、
大
部
分
は
す
で
に
早
く
か
ら
日
本
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
何
回
か
「
学
鐙
」
に
広
告
の
出
て

い
る
の
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
ろ
は
記
者
が
そ
の
価
値
を
弁
識
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
五
号
の
並
活
字
で
一
般
図
書
な
み
に
並
列
し

て
広
告
し
た
程
度
で
あ
っ
た
の
を
、
今
度
の
は
改
訂
新
版
の
出
た
加
減
も
あ
る
が
、
と
く
に
取
り
あ
げ
て
、
二
頁
、
一
頁
、
半
頁
の
特

大
広
告
と
し
、
し
か
も
連
月
く
り
か
え
し
て
読
者
の
注
意
を
ひ
い
て
い
る
の
は
、
読
書
界
に
そ
れ
だ
け
の
要
求
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

そ
の
広
告
文
は
、
よ
ん
で
み
る
と
、
悉
く
内
田
魯
庵
の
筆
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
字
穴
飛
奔
し
、
句
友
鳴
動
し
、
わ
れ
ら
は
そ
の
中

か
ら
全
く
埋
没
し
た
意
外
の
歴
史
的
事
実
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
中
で
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
全
世
界
に
わ
た
っ
て
最
も
広
く
活
用
さ
れ
た
の
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
大
字
典
で
あ
ろ
う
。
英
学
者

の
増
田
藤
之
助
教
授
は
生
涯
に
七
冊
、
〉
．
）
の
辞
典
を
つ
か
い
つ
ぶ
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
現
在
た
と
え
ば
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム

ス
社
の
編
集
で
も
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
室
の
ま
ん
中
に
そ
な
え
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
が
内
外
記
者
に
よ
っ
て
入
れ
か
わ
り
、
立

ち
か
わ
り
、
絶
え
間
な
く
ひ
か
れ
て
、
右
端
は
紙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
に
手
ず
れ
て
、
ま
さ
に
摩
滅
に
近
い
の
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
字
典
を
日
本
に
入
れ
た
最
初
の
人
が
三
田
聖
者
と
い
わ
れ
た
福
沢
先
生
（
諭
吉
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
今
さ
ら
説

く
に
及
ば
な
い
ほ
ど
有
名
な
話
で
あ
る
。
一
八
六
○
年
の
万
延
元
年
、
威
臨
丸
で
太
平
洋
初
横
断
し
た
と
き
の
話
で
、
「
福
翁
自
伝
」

字
）
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「
こ
の
と
き
私
と
通
弁
の
中
浜
万
次
郎
と
い
う
人
と
両
人
が
ウ
ェ
プ
ス
ト
ル
の
字
引
を
一
冊
づ
つ
買
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
日
本
に

ウ
ェ
プ
ス
ト
ル
と
い
う
字
引
の
輸
入
の
第
一
番
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
大
字
典
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
何
年
に
出
た
ど
れ
か
の
改
訂
版
だ
っ
た
か
、
今
日
で
は
実
物
が
失
わ
れ
て
確
認
で
き

ぬ
。
し
か
し
そ
の
年
四
月
四
日
の
の
目
厚
目
ｇ
の
８
国
①
国
冨
紙
に
、
威
臨
丸
の
乗
組
員
が
街
中
を
ぶ
ら
つ
い
た
記
事
が
あ
り
、

○
国
の
○
開
昏
の
目
煙
の
庁
○
日
農
８
口
、
冨
陣
○
口
の
尉
口
○
庁
四
岸
叶
］
の
ご
“
の
］
肉
旨
叩
旨
の
〆
８
唇
①
日
向
ロ
的
房
置
》
捕
○
儲
凹
８
国
○
時

三
『
①
ご
黒
胃
》
の
目
。
鍾
目
四
ｑ
》
吾
の
菌
旨
①
○
時
言
言
呂
冨
§
己
の
胃
①
。
Ｐ
巳
冨
菌
日
崖
①
Ｈ
・

が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
英
語
が
よ
く
話
せ
た
の
は
福
沢
で
な
く
、
漂
流
に
よ
る
海
外
生
活
十
一
年
の
経
験
者
の
中
浜
の
方
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
西
の
は
て
の
新
開
港
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
字
書
の
有
無
や
定
価
を
本

屋
に
よ
っ
て
聞
い
た
の
は
、
今
日
、
日
本
の
西
端
の
種
子
島
の
本
屋
に
よ
っ
て
寄
港
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
「
広
辞
苑
」
か
諸
橋
轍
次
博
士



の
「
漢
和
大
辞
典
」
を
買
っ
た
ほ
ど
、
稀
有
の
》
）
と
と
し
て
驚
か
れ
た
の
だ
。

「
学
鐙
」
第
九
年
第
九
号
の
一
一
頁
見
ひ
ら
き
広
告
に
は
、
英
米
諸
名
家
お
よ
び
刊
行
物
の
批
評
を
原
文
の
ま
ま
で
併
載
し
、
そ
の
両

「
死
語
を
集
め
た
る
康
喋
字
典
は
無
き
も
可
な
り
第
二
の
母
語
た
る
有
用
の
活
語
を
集
め
た
る
ゥ
エ
ブ
ス
タ
ー
大
字
書
は
家
倉
必

ず
一
部
を
備
え
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
」

「
メ
リ
ャ
ム
会
社
は
福
沢
先
生
の
讃
辞
を
あ
げ
て
世
界
に
広
告
し
た
り
。
日
本
国
民
の
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
大
字
典
を
驚
歎
す
る
は
量

独
り
福
沢
先
生
の
み
な
ら
ん
や
」

と
云
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
少
し
で
も
漢
籍
を
よ
む
者
で
、
康
熊
字
典
は
必
備
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
く
ら
べ
て
鼎
の
軽
重
を
問
い
、
さ

ら
に
福
沢
諭
吉
か
ら
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
讃
辞
を
寄
せ
て
い
る
の
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
魯
庵
な
ら
で
は
能
わ
ぬ
巧
み
な
宣
伝
で

あ
る
。
そ
れ
は
と
に
角
と
し
て
、
日
本
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
を
初
輸
入
し
た
福
沢
諭
吉
が
、
そ
の
讃
辞
を
か
い
た
な
ど
と
い
う
の
は
、
今

日
で
は
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
る
そ
う
し
た
宣
伝
広
告
の
始
ま
り
で
、
恐
ら
く
福
沢
諭
吉
全
集
に
も
拾
わ
れ
て
お
ら
ぬ
貴
重
の
逸
文

で
あ
る
。
こ
ん
な
発
見
を
さ
せ
て
く
れ
る
商
社
の
機
関
誌
と
い
う
も
の
は
、
他
に
は
無
い
。

日
露
戦
争
と
と
も
に
急
激
の
発
達
を
み
せ
た
の
は
絵
葉
書
の
使
用
で
あ
る
こ
と
は
前
に
い
っ
た
。
戦
地
で
日
本
の
芸
者
や
風
景
の
写

真
や
絵
が
、
戦
塵
に
す
さ
ん
だ
兵
士
の
慰
安
と
な
っ
た
こ
と
、
多
大
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦
争
終
結
と
共
に
、
明
治
三
十
八

六
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
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端
に
、



年
末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
の
売
り
出
し
が
大
々
的
に
広
告
さ
れ
た
。

旨
の
庁
ｐ
ｐ
ｂ
月
丙
＆
缶
○
国
○
局
両
の
両
綜
両
○
弓
月
○
ｚ
○
句
〆
冨
跨
の
倖
三
国
言
昌
両
跨
詞
○
疹
勾
ロ
の
坤
○
日
昏
①
画
の
の
叶

瞬
ｏ
ｐ
ｇ
ｐ
園
目
】
の
》
園
８
昇
黙
巳
国
営
四
口
、
○
巴
囚
昼
胃
、
》
缶
』
の
○
Ｑ
邑
号
ｇ
》
の
門
○
昌
切
○
○
］
六
の
》
①
胃
．
①
汀
．
①
甘
・
》
弓
宮
①
ｂ
口
８

Ｈ
四
画
、
旨
い
坤
○
日
切
の
①
ロ
．
言
吟
胃
①
ロ
．
の
日
日
亘
①
冷
○
時
の
①
Ｐ
ｍ
Ｏ
ｐ
の
儲
の
①
庁
冒
的
．
門
口
の
固
の
○
画
○
唇
月
旨
く
拝
の
ロ
．

（
荷
を
開
い
た
ば
か
り
、
よ
り
ど
り
見
ど
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
新
年
絵
葉
書
。
ロ
ン
ド
ン
最
高
商
会
製
作
。
美
し
い
掛
け

暦
。
子
供
の
絵
本
等
々
女
。
定
価
五
銭
か
ら
四
円
ま
で
。
時
候
挨
拶
に
好
適
。
縦
覧
歓
迎
）

と
に
ぎ
や
か
な
呼
び
か
け
で
あ
る
。
学
生
た
ち
に
は
、
こ
の
広
告
で
〆
冒
跨
の
を
ク
リ
ス
マ
ス
と
読
む
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
者
が

多
い
。
ひ
い
て
は
手
紙
の
末
文
に
〆
〆
〆
〆
〆
と
な
ら
べ
て
あ
る
の
は
、
キ
ス
、
キ
ス
、
キ
ス
の
意
味
で
あ
る
こ
と
ま
で
追
及
し
た
者

も
あ
ろ
う
。
今
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
馬
鹿
さ
わ
ぎ
を
す
る
こ
と
は
日
本
が
世
界
一
に
な
っ
た
が
、
こ
の
桶
を
つ
く
る
に
は
、
丸
善
も
若

干
の
責
任
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

直
接
取
引

英
国
エ
ガエ
ガ
ー
洋
品
服
装
品
毛
織
物
（
明
治
三
十
七
、
八
年
よ
り
）

590

丸
善
の
洋
品
部
は
、
も
っ
ぱ
ら
紳
士
用
品
を
取
り
あ
つ
か
う
。
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
（
一
九
○
○
）
ご
ろ
の
菱
屋
洋
物
店
の
一
枚
ち
ら
し

の
広
告
を
み
る
と
、
約
四
十
点
の
品
物
の
な
ら
ん
で
い
る
中
に
、
婦
人
用
肩
掛
、
婦
人
用
シ
ャ
ツ
、
婦
人
用
手
暖
（
マ
フ
）
の
一
一
一
点
が

の
っ
て
い
る
か
ら
、
全
く
無
視
し
た
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
多
分
あ
ま
り
そ
れ
は
繁
昌
も
し
な
か
っ
た
と
見
え
、
数
年
間
、
姿
を
消

し
て
い
た
、
日
露
戦
争
ご
ろ
の
取
引
状
況
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。



〃

代
理
店
、
仲
買
を
通
し
て
ｌ

英
国
ゼ
レ
ミ
ャ
ラ
イ
オ
ン
雑
貨
（
不
明
）

″
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ー
シ
ー
麻
、
ハ
ン
カ
チ
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
他
（
明
治
三
十
七
、
八
年
よ
り
）

″
・
ハ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
帽
子
（
不
明
）

代
理
店
を
経
由
す
る
も
の

英
国
ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト

″
ト
レ
ス
帽
子

″
ピ
ノ
リ
ヤ

ペ
ヤ
ー
ス

″

″
サ
ニ
ト
ル

″
ア
ト
キ
ン
ソ
ン

″
ト
ー
マ
ス
・
ク
リ
ス
チ
ー
〃 革

製
品
・
ガ
ラ
ス
（
明
治
三
十
七
、
八
年
頃
よ
り
）

化
粧
品
〃

″
ア
ル
バ
ー
ト
〃
〃

″
ヤ
ー
ド
レ
革
製
品
。
ガ
ラ
ス
（
明
治
四
十
年
頃
よ
り
）

そ
れ
が
明
治
三
十
八
年
の
年
末
に
な
る
と
、
特
に
「
貴
婦
人
令
嬢
の
御
来
観
を
待
つ
」
と
呼
び
か
け
た
も
の
だ
か
ら
、
か
つ
て
は
角

帽
の
制
服
、
あ
る
い
は
袴
に
朴
歯
下
駄
の
学
生
が
幅
を
き
か
し
た
門
戸
を
、
紅
紫
績
紛
と
し
て
女
性
た
ち
も
く
ぐ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〃 〃

〃〃 〃 〃
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ア
と
毛
皮
ス
カ
ー
フ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
唯
今
の
一
番
の
流
行
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
丸
善
洋
物
店
が
最
も
早
く
さ

き
が
け
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
云
っ
て
、
書
物
以
外
に
も
流
行
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
を
、
い
さ
さ
か
誇
る
も
の
の
よ
う
だ
。
そ
れ
も
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
。
そ

れ
か
ら
二
年
た
っ
て
朝
日
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
だ
し
た
夏
目
減
石
の
「
三
四
郎
」
と
い
う
小
説
の
な
か
に
、
空
に
う
か
ぶ
白
い
雲
を
み

て
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
か
わ
さ
れ
る
。

ポ
ー
ア

「
駄
烏
の
襟
巻
に
似
て
い
る
で
し
ょ
う
」

三
四
郎
は
ポ
ー
ア
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
知
ら
な
い
と
云
っ
た
。
美
弥
子
は
ま
た
「
ま
あ
」
と
云
っ
た
が
、

し
た
が
っ
て
流
行
の
さ
き
が
け
は
必
ず
し
も
三
越
の
み
か
ら
、
う
ま
れ
た
と
は
限
ら

な
い
。
た
と
え
ば
「
学
鐙
」
の
年
末
号
の
広
告
に
半
頁
を
と
り
、
当
時
流
行
の
二
○

三
高
地
と
い
う
髪
に
ゆ
っ
た
女
の
絵
を
の
せ
て
「
最
新
流
行
の
ポ
ー
ァ
」
と
い
う
広

告
が
出
て
い
る
。
「
羽
根
襟
掛
」
と
い
う
訳
が
つ
き
、
色
は
白
、
黒
、
鼠
、
黒
白
、

鼠
白
そ
の
他
各
種
類
が
あ
り
、
定
価
は
五
円
五
十
銭
か
ら
四
十
八
円
ま
で
で
、
相
当

に
高
価
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
号
に
お
け
る
広
告
文
面
は
そ
れ
だ
け
だ
が
、
翌
明
治
三
十
九
年
新
年
号
の
広

告
に
は

「
市
中
を
お
歩
き
に
な
っ
て
一
番
目
に
立
つ
は
御
婦
人
方
の
駄
烏
（
舵
烏
）
ポ
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堂
ふ
ぽ
あ

「
そ
の
陰
に
暖
手
套
や
毛
頚
巻
が
ち
ら
つ
い
て
、
後
か
ら
男
連
も
ど
や
ど
や
近
づ
い
た
」

ぼ
あ

の
句
を
は
じ
め
毛
頚
巻
と
い
う
文
字
が
数
か
所
に
出
て
き
て
、
よ
う
や
く
日
本
語
の
な
か
に
或
る
お
ち
つ
き
を
見
せ
か
け
て
い
る
。

「
学
鐙
」
の
こ
の
年
（
明
治
一
一
一
十
八
年
）
十
一
一
月
は
「
光
栄
あ
る
歳
暮
」
（
偶
来
生
）
の
一
文
を
か
か
げ
、
次
の
如
き
一
節
が
あ
る
。

「
戦
争
は
光
栄
あ
る
勝
利
を
も
っ
て
終
れ
り
、
凱
旋
将
軍
は
日
に
帰
来
し
て
国
民
の
歓
呼
を
受
け
、
紅
燈
彩
旗
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
や
凱
旋
門
や
相
つ
ら
な
っ
て
日
本
を
一
貫
し
、
日
本
全
国
を
あ
げ
て
満
艦
飾
を
施
し
た
る
斯
く
の
如
き
歳
暮
は
い
ま
だ
曾
つ

す
ぐ
て
い
ね
い
に
ポ
ー
ア
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

じ
つ
は
大
多
数
の
読
者
は
、
三
四
郎
と
同
じ
く
、
こ
の
時
ま
だ
ポ
ー
ァ
の
何
物
た
る
を
知
ら
ず
、
こ
の
赦
石
の
記
述
に
よ
っ
て
、
は

は
あ
、
あ
れ
を
ポ
ー
ァ
と
い
う
の
か
と
、
よ
う
や
く
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
赦
石
も
お
そ
ら
く
、
「
学
鐙
」
の
広
告
を
み
る
ま
で
、
ポ

ー
ァ
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
よ
ん
で
、
苦
笑
す
る
か
、
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
得
意

の
気
も
ち
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
広
告
を
か
い
た
魯
庵
そ
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
二
年
を
へ
て
上
田
敏
の
唯
一
の
小
説
「
う
づ
ま
き
」
が
国
民
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
一
面
に
お
い
て
激
石
の
「
一
一
一

四
郎
」
を
参
照
し
た
跡
が
あ
り
、
ま
た
永
井
荷
風
の
「
新
帰
朝
者
の
夢
」
の
影
響
も
あ
る
が
、
自
伝
的
要
素
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
中

そ
し
て
戦
争
が
及
ぼ
し
た
各
種
の
影
響
を
大
観
し
た
中
に
、
海
外
知
識
の
普
及
を
左
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

「
こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
国
民
の
海
外
知
識
お
よ
び
海
外
に
つ
き
て
の
イ
ン
テ
レ
ス
ト
は
著
し
く
進
み
た
り
。
電
車
を
知
ら
ざ
る
僻

て
あ
ら
ざ
る
な
り
」

593

に四

も郎
、Ｌ



村
の
権
兵
衛
八
兵
衛
す
ら
、
は
な
は
だ
発
音
し
に
く
き
露
国
の
地
名
人
名
を
そ
ら
ん
じ
た
り
。
露
国
の
方
角
を
知
り
た
り
。
浦
塩

の
は
な
は
だ
近
く
し
て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
甚
だ
遠
き
を
知
り
た
り
。
シ
今
へ
リ
ャ
鉄
道
の
東
清
鉄
道
に
連
絡
し
て
、
大
連
よ
り
直

ち
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
遠
き
ま
で
到
達
し
得
る
を
知
り
た
り
、
ウ
ィ
ッ
テ
と
い
う
大
人
物
の
名
を
知
り
た
り
。
ゥ
ラ
ー
と
万
歳
と

等
し
き
を
知
り
た
り
。
こ
れ
ら
み
な
甚
だ
些
女
た
る
が
如
け
れ
ど
も
、
更
に
大
い
な
る
外
国
知
識
を
得
べ
き
搭
梯
を
な
す
に
足
る

も
の
な
り
」

594

そ
う
だ
。
丸
善
の
仕
事
を
さ
さ
え
る
最
大
底
辺
が
急
速
に
拡
大
し
て
、
そ
の
力
が
つ
よ
く
な
っ
た
の
だ
。


